
個性と魅力をもった文化の振興を！ 
     しずおか文化の創造、継承、発信に果たす 
              「静岡市文化振興財団」の役割について 

平成２４年１２月 

文化スポーツ部 文化振興課 

１ 管理運営事業  ・・・ 管理運営受託施設を事業展開の拠点として成長 

（２）成長の軌跡 

２ 資源について   

    （１）主な管理運営施設 

・・・ 専門性と経験 

３ 市が望む役割   ・・・ 指定管理業務 

・非公募の理由 

（公募と非公募） 

４ 文化政策の具現化  

５ 今後の市の考え方   

・・・ 共に静岡文化の創造、継承、発信を 
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●市民文化活動への支援と地域資源の活用 

●文化交流事業の充実と推進 

●協働システムの構築を図っていくこと 

しずおか文化とは・・・ 

 伝統文化と地域の独自性を活かした 

         個性豊かな市民が主役の文化 

創造していくためには・・・ 

≪参考≫ 

◎２市合併を経て、政令指定都市として 

          「静岡市」が、新たに出発することを機に提唱された概念 

② 

市内の様々な地域で育まれている市民文化を融合して新たに創造するもの 



管理運営事業等について  

黎明期 

成長期 

成熟期 

 平成６年 
「地域に文化の種を蒔き育てる年」として多数の事業実施 

 

『市民ギャラリー』、『旧マッケンジー邸』の管理運営を開始 

『公民館』受付事務を開始 

 

 平成７年～平成１５年 
『芹沢銈介美術館』、『児童会館』、『静岡音楽館』、 

『中勘助文学記念館』、『静岡市民文化会館』、 

『静岡アートギャラリー』、『登呂博物館』 の管理運営を開始 

 

 平成１６年～ 
静岡市初の指定管理者として『静岡科学館』の管理運営を開始 

『静岡音楽館他３館（文化施設）』の指定管理者となる。 

『静岡市葵生涯学習センター他１１館（社会教育施設）』の 

指定管理者となる 

『静岡市美術館』の指定管理者となる 
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成長の軌跡 

 黎 明 期 

成 長 期 

成 熟 期 

組織目的と基本理念の確認 

現場に軸足を置いた 

        管理運営のノウハウを蓄積 
 

「専門性」と「蓄積した経験」を 

      最大限に活かした事業展開 
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文化振興財団の資源 

「専門性」 

 ◆学 芸 員    

  ◇静岡音楽館     

    ◇静岡市美術館     

  ◇広重美術館  

「蓄積した経験（実績）」 
◆国内外からの音楽家招聘 

◆演奏会企画 

◆美術作品対外交渉 

◆展覧会企画 

◆自主事業の企画運営 

 ◆教職経験者   

  ◇静岡科学館 
◆ 〝見せる〟効果的実験 

◆ 「見る、聞く、触る」を提供 

◆学校（教育現場）との連携 

 ◆地域（商店街等）との連携 
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にぎわい創出 



指定管理業務について 

【公募施設】 【非公募施設】 

※静岡音楽館AOI 

 

※静岡科学館る・く・る 
 
※静岡市美術館 
 

※東海道広重美術館 

≪静岡市が求めたこと≫ 

施設の管理運営 施設の管理運営 

     
    ＋ α 

＊施設の管理運営に携わることが、本市の
市民文化活動との接点となる もうひとつの
窓口を開くことになり、目指す目的を達成す
るために、プラスになるとの判断から応募 

※健康文化交流館「来・て・こ」 
    

※静岡市民文化会館 

※静岡市生涯学習センター  １０館 

・駿河生涯学習センター 
・南部勤労者福祉センター 
・小鹿老人福祉センター   ３館の複合施設 
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プラスαとは・・・ 

『専門性』・『経験（実績）』の蓄積 

 新たな役割（まちづくり・賑わい創出に寄与）に応える能力 

〝市民が主役の文化〟創造に寄与する能力 

公益財団法人 静岡市文化振興財団 

非公募の理由 

市が求める役割を果たせる唯一の存在 

文化振興財団の資源 静岡市民のための資源 
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●静岡市民文化会館     ●健康文化交流館 

 

 

      ●静岡市生涯学習センター  １０館 

 

      

連携 

公
募
施
設 

 
●静岡音楽館      ●静岡科学館 
 
 
●静岡市美術館      ●東海道広重美術館 

連携 

非
公
募
施
設 

連携 

指定管理施設 

●市民ギャラリー      ●中勘助文学記念館 

 

 

●旧マッケンジー住宅     （●清水文化会館） 

連携 

 受託施設 

  ●受託事業（Hot ひといきコンサート等） 

  ●自主事業（イベントニュース発行等） 

事 務 局 

文化振興財団 

静岡市民 

 

  ○加入団体数： 254団体 

  ○会 員 数 ：18,799人 

静岡市文化協会 

具現化 

静岡市 文化政策 
『総合計画』     『文化振興ビジョン』 
             『生涯学習推進大綱』 
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今後の市の考え方 

静岡市文化振興財団は・・・ 

静岡市民が、各種文化に触れる環境の提供と市民自身による
文化創造活動を促進し、魅力ある「しずおか文化」の創造、継承、
発信に寄与することを目的として活動している。 

静岡市は・・・ 

「心豊かな人を育み、しずおか文化を創造するまち」の実現  

 を目指している。 

・多彩な文化の継承と独自文化の創造 

・次代を担う人材の育成と環境の整備 

・生涯学習の推進 

                     に寄与  

『専門性』 
『経験・実績の蓄積』 

※本市文化政策の目標具現化に必要不可欠な 

               パートナーとして支援していく。 

実効性を高める 
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